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台
湾
に
お
け
る
論
語
教
育 

―
―
高
級
中
学
教
科
書
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』（
國
立
編
譯
館
版
）
研
究
（
１
） 

荒
木 

雪
葉 

 

０
．
は
じ
め
に 

  

本
稿
は
、
台
湾
の
学
校
教
育
に
お
け
る
論
語
教
育
に
つ
い
て
研
究
す
る
一
環
と
し
て
、
論
語
教
育
に
関
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
教

科
書
は
国
立
編
譯
館
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』（
全
六
冊
）
と
す
る
。
本
稿
で
は
主
に
第
一
冊
を
取
り
上
げ
る
。 

 

台
湾
で
は
高
級
中
学
（
日
本
の
高
等
学
校
に
あ
た
る
）
の
国
文
の
授
業
中
に
、『
論
語
』・『
孟
子
』
を
主
と
し
た
中
国
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
。
民
国
九
十
四
年

ま
で
は
「
中
國
文
化
基
本
教
材
」
に
よ
る
国
文
の
講
義
は
必
修
で
あ
り
、
民
国
九
五
年
以
降
は
選
修
の
「
論
孟
選
讀
」
と
い
う
科
目
に
改
編
さ
れ
た
。 

 

台
湾
の
教
育
を
論
じ
た
日
本
の
論
文
は
多
い
が
、
論
語
教
育
を
主
眼
と
し
た
も
の
、
ま
た
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
を
材
料
と
し
て
扱
っ
た
も
の
は
、
管
見
の
限

り
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
台
湾
に
は
同
じ
材
料
に
よ
る
論
文
が
あ
り
、
陳
怡
樺
氏
の
「
高
中
《
中
國
文
化
基
本
教
材
》
編
纂
沿
革
研
究
」
一

は
『
中
國
文
化
基
本
教

材
』
と
い
う
教
科
書
の
歴
史
的
沿
革
と
内
容
の
分
析
と
を
主
題
と
し
て
い
る
。
論
文
中
で
は
複
数
の
出
版
社
の
教
科
書
を
比
較
し
、
教
科
書
に
引
用
さ
れ
た
『
論
語
』

『
孟
子
』
の
引
用
元
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
張
宏
儒
氏
の
「
經
典
教
育
學
習
歷
程 

探
索
文
化
基
本
教
材
實
施
策
略
」
二

で
は
、
経
典
教
育
に
つ
い
て
研
究

す
る
に
あ
た
っ
て
教
科
書
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
を
通
し
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。 

本
稿
で
扱
う
教
科
書
は
、
民
国
九
十
五
年
の
改
編
以
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
教
科
書
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
出
版
社
の
教

科
書
と
の
比
較
、
ま
た
民
国
九
十
五
年
以
降
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
教
科
書
『
論
孟
選
讀
』
と
の
比
較
を
行
う
礎
と
す
る
。
特
に
本
稿
で
は
、『
論
語
』
を
用
い

た
教
育
を
行
う
部
分
の
う
ち
、
孔
子
の
為
人
を
紹
介
し
た
個
所
を
取
り
扱
う
。
教
科
書
に
お
け
る
『
論
語
』
引
用
と
一
般
的
な
『
論
語
』
解
釈
と
の
差
異
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
書
編
纂
の
意
図
を
考
察
す
る
。 

                                         

          

 

一 

陳
怡
樺
「
高
中
《
中
國
文
化
基
本
教
材
》
編
纂
沿
革
研
究
」
國
立
台
灣
師
範
大
學
國
文
系
教
學
碩
士
論
文
、
民
国
一
〇
〇
年
一
月 

二 

張
宏
儒
「
經
典
教
育
學
習
歷
程 

探
索
文
化
基
本
教
材
實
施
策
略
」
明
道
大
学
課
程
與
教
學
研
究
所
碩
士
論
文
、
民
国
一
〇
一
年
一
月 
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１
．
教
科
書
の
構
成 

  

本
稿
で
取
り
上
げ
る
教
科
書
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

 

第
一
冊
：
孔
子
之
為
人 

論
学 

論
仁 

索
引 

第
二
冊
：
論
孝 
論
道
徳
修
養 

論
士 

論
君
子 

索
引 

 

第
三
冊
：
論
詩
礼
楽 
論
教
育 

論
政
治 

論
古
今
人
物 

孔
門
弟
子 

索
引 

 

第
四
冊
：
孟
子
之
抱
負 
道
性
善 

弁
義
利 

論
涵
養 

索
引 

 

第
五
冊
：
論
教
学 

論
治
道 
尚
論
古
人 

索
引 

 

第
六
冊
：
大
学
選 

中
庸
選 

附
朱
熹
章
大
学
、
中
庸
全
文 

  

第
一
冊
か
ら
第
三
冊
ま
で
は
『
論
語
』
か
ら
の
抜
粋
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
索
引
で

は
、
『
論
語
』
の
中
か
ら
こ
の
教
科
書
に
引
用
さ
れ
た
も
の
の
み
を
、
『
論
語
』
の
篇
の
順
番
に
並
べ
て
書
か
れ
て
い
る
。 

 

第
四
冊
・
第
五
冊
は
孟
子
か
ら
の
抜
粋
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
と
同
様
に
巻
末
に
索
引
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
孟
子
か

ら
こ
の
教
科
書
に
引
用
さ
れ
た
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
あ
る
。 

 

第
六
冊
は
大
学
と
中
庸
か
ら
の
抜
粋
と
、
朱
子
の
大
学
章
・
中
庸
章
の
全
文
を
掲
載
し
て
あ
る
。 

  

『
論
語
』
や
孟
子
か
ら
の
抜
粋
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
ず
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
集
め
ら
れ
た
『
論
語
』
の
章
が
掲
載
さ
れ
、
解
釈
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
語
句
に
注
釈
が
つ
け
ら
れ
、
最
後
に
章
の
大
意
を
現
代
語
で

紹
介
し
て
い
る
。
現
代
語
に
よ
る
紹
介
の
部
分
は
、
必
ず
し
も
全
訳
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 

た
と
え
ば
図
一
は
「
論
仁
」
部
分
に
掲
載
さ
れ
た
子
路
篇
の
章
で
あ
る
。「
剛
毅
木
訥
近
仁
」
と
い
う
原
文
に
つ
い
て
、
剛
・
毅
・
木
・
訥
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
に
注

釈
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
難
読
文
字
の
音
を
注
音
字
母
で
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
訥
」
の
文
字
は
中
華
人
民
共
和
国
の
ピ
ン
イ
ン
で
書
く
と

「n
è

」
と
な
る
が
、
台
湾
で
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
注
音
字
母
と
い
う
発
音
符
号
で
、「n

è
」
あ
る
い
は
「n

à

」
と
い
う
発
音
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

原
文
・
語
句
の
注
釈
・
意
味
の
注
釈
を
記
す
と
い
う
各
章
に
関
す
る
こ
の
構
成
は
、『
論
語
』
な
ど
古
典
の
注
釈
書
を
編
む
際
の
伝
統
的
な
方
法
で
な
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
教
科
書
上
に
は
、
各
章
に
関
し
て
「
考
え
て
み
よ
う
」「
課
題
」
な
ど
考
察
を
促
す
よ
う
な
部
分
は
無
く
、
古
典
を
通
し
て
何
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い

う
啓
発
に
関
し
て
は
、
完
全
に
教
師
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
教
科
書
は
古
典
を
詳
し
く
解
説
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
学
生
向
け
に

易
し
く
作
ら
れ
て
は
い
る
が
、
伝
統
的
手
法
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
古
典
の
注
釈
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

              

２
．
教
科
書
の
特
色 

  

こ
こ
か
ら
は
『
論
語
』
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

第
一
冊
に
は
孔
子
の
為
人
、
学
、
仁
に
つ
い
て
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
冊
に
は
孝
、
道
徳
修
養
、
士
、
君
子
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
冊
に
は
詩
礼
楽
、

教
育
、
政
治
と
、
古
今
人
物
、
孔
子
門
下
の
弟
子
に
つ
い
て
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
こ
の
教
科
書
が
『
論
語
』
を
通
し
て
高
中
生
に
教
え
た
い
こ
と
が
ら
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
孔
子
と
い
う
人
物
の

紹
介
を
導
入
部
分
と
し
て
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
人
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
仁
・
同
じ
く
孝
を
述
べ
た
あ
と
、
そ
れ
ら
を
基
本
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
道

徳
修
養
に
つ
い
て
の
章
を
紹
介
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
行
う
士
、
理
想
的
人
格
で
あ
る
君
子
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
は
君
子
と
な
る
べ
く
学
ぶ
科
目
で
あ
る
詩
・
礼
・

 

図一 「論仁」部分に掲載された子路篇の章。 
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楽
、
そ
れ
ら
を
教
え
る
教
育
に
つ
い
て
の
章
を
紹
介
し
た
あ
と
、
最
後
に
学
問
成
就
の
目
標
と
し
て
の
政
治
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
個
人

の
修
養
で
あ
り
、『
論
語
』
学
習
の
主
た
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
後
に
は
様
々
な
人
物
に
関
す
る
評
価
、
孔
子
門
下
の
弟
子
を
紹
介
し
、『
論
語
』
に
書
か
れ
た
内
容

を
ほ
ぼ
把
握
し
て
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。 

  

３
．
「
孔
子
之
為
人
」
部
分
に
つ
い
て
の
考
察 

  

こ
こ
か
ら
は
、
教
科
書
に
挙
げ
ら
れ
た
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
テ
ー
マ
ご
と
に
抜
粋
さ
れ
た
章
の
構
成
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
科
書
が
意
図
す
る
教
育
の
流
れ
を
把
握
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
最
初
の
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
孔
子
之
為
人
」
部
分
に
つ
い
て
考

察
を
進
め
る
。 

 

孔
子
の
為
人
を
表
す
章
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
全
部
で
二
十
九
章
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
十
の
小
テ
ー
マ
に
分
類
し
、
小
テ
ー
マ
ご
と
に
数
章
が
ま

と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
抜
粋
さ
れ
て
い
る
順
に
、
原
文
と
「
章
旨
」
と
を
紹
介
し
つ
つ
各
小
テ
ー
マ
ご
と
に
考
察
を
加
え
る
。
小
テ
ー
マ
は
〔 

〕
に

て
示
し
、
筆
者
が
資
料
の
「
章
旨
」
か
ら
読
み
と
っ
て
記
載
し
た
。
な
お
章
旨
の
原
文
は
中
国
語
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
拙
訳
を
掲
載
し
た
。
各
章
ご
と
の
見
出
し
の

（ 

）
付
き
漢
数
字
は
、
教
科
書
ど
お
り
の
記
述
で
あ
る
。 

 

〔
孔
子
の
志
〕 

(

一)  

顔
淵
、
季
路
、
侍
。
子
曰
：「
盍
各
言
爾
志
？
」
子
路
曰
：
願
車
、
馬
、
衣
、
輕
裘
，
與
朋
友
共
，
敝
之
而
無
憾
。
」
顔
淵
曰
：「
願
無
伐
善
，
無
施
勞
。
」
子

路
曰
：「
願
聞
子
之
志
！
」
子
曰
：
「
老
者
安
之
，
朋
友
信
之
，
少
者
懐
之
。
」
―
―
公
冶
長
第
五
・
二
五 

【
章
旨
】
孔
子
と
顔
淵
・
子
路
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
志
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。 

 

(

二)  

子
路
、
曾
皙
、
冉
有
、
公
西
華
侍
坐
。
子
曰
：「
以
吾
一
日
長
乎
爾
，
無
吾
以
也
！
居
則
曰
：『
不
吾
知
也
！
』
如
或
知
爾
，
則
何
以
哉
？
」 

子
路
率
爾
對
曰
：「
千
乘
之
國
，
攝
乎
大
國
之
間
，
加
之
以
師
旅
，
因
之
以
飢
饉
，
由
也
爲
之
，
比
及
三
年
，
可
使
有
勇
，
且
知
方
也
。
」
夫
子
哂
之
。 

「
求
，
爾
何
如
？
」
對
曰
：「
方
六
七
十
，
如
五
六
十
，
求
也
爲
之
，
比
及
三
年
，
可
使
足
民
；
如
其
禮
樂
，
以
俟
君
子
。
」 

「
赤
，
爾
何
如
？
」
對
曰
：「
非
曰
能
之
，
願
學
焉
。
宗
廟
之
事
，
如
會
同
，
端
章
甫
，
願
爲
小
相
焉
。
」 

「
點
，
爾
何
如
？
」
鼓
瑟
希
，
鏗
爾
，
舎
瑟
而
作
。
對
曰
：「
異
乎
三
子
者
之
撰
！
」
子
曰
：「
何
傷
乎
？
亦
各
言
其
志
也
。
」
曰
：「
莫
春
者
，
春
服
既
成
；
冠
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者
五
六
人
，
童
子
六
七
人
，
浴
乎
沂
，
風
乎
舞
雩
，
詠
而
歸
。
」
夫
子
喟
然
歎
曰
：「
吾
與
點
也
。
」 

三
子
者
出
，
曾
皙
後
。
曾
皙
曰
：
「
夫
三
子
者
之
言
何
如
？
」
子
曰
：「
亦
各
言
其
志
也
已
矣
！
」
曰
：「
夫
子
何
哂
由
也
？
」
曰
：「
爲
國
以
禮
，
其
言
不
譲
，

是
故
哂
之
。
」
「
唯
求
則
非
邦
也
與
？
」
「
安
見
方
六
七
十
，
如
五
六
十
，
而
非
邦
也
者
？
」「
唯
赤
則
非
邦
也
與
？
」「
宗
廟
會
同
，
非
諸
侯
而
何
？
赤
也
爲
之

小
，
孰
能
爲
之
大
？
」
―
―
先
進
第
十
一
・
二
五 

【
章
旨
】
孔
子
が
弟
子
に
志
を
言
う
よ
う
に
導
き
、
ま
た
褒
め
る
気
持
ち
を
与
え
て
い
る
。 

以
上
の
二
章
か
ら
は
孔
子
の
志
が
、
天
下
の
人
が
み
な
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
得
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
度
量
が
広
い
こ
と
が
分
か
る
。 

  

教
科
書
全
体
の
導
入
部
で
あ
る
「
孔
子
之
為
人
」
の
さ
ら
に
導
入
と
し
て
、
孔
子
の
志
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
一
）
に
お
い
て
、
子
路
と
顔
淵
も
修
養
を
積
む
こ

と
を
志
と
し
て
い
る
。
一
方
で
孔
子
の
「
老
者
は
こ
れ
に
安
ん
じ
、
朋
友
は
こ
れ
を
信
じ
、
少
者
は
こ
れ
に
懐
く
」
と
い
う
志
は
、
修
養
を
積
ん
だ
結
果
ど
の
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
修
養
は
あ
く
ま
で
理
想
の
人
格
で
あ
る
君
子
と
な
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、（
一
）
に
お
い
て
は
、
子
路

も
顔
淵
も
手
段
そ
の
も
の
を
志
と
し
て
い
る
。
こ
の
章
を
通
し
て
、
勉
学
を
通
し
て
立
派
な
人
間
と
な
り
、
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
て
、
自
然
と
人
々
が
集
ま
っ
て
く

る
よ
う
な
人
に
な
る
こ
と
を
志
と
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
安
ん
ず
る
べ
き
場
所
に
安
ん
ず
る
こ
と
が
孔
子
個
人
の

志
な
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
に
つ
い
て
、
本
来
こ
の
章
の
意
味
は
、
子
路
・
冉
有
・
公
西
華
の
志
が
政
治
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
曾
皙
の
志
だ
け
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
孔
子
が
曾
皙
に
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
分
に
合
っ
た
志
を
持
つ
こ
と
を
孔
子
は
褒
め
て
い
る
と
す
る
。 

  

〔
孔
子
の
謙
遜
〕 

(

三)  

子
曰
：「
徳
之
不
脩
，
學
之
不
講
，
聞
義
不
能
徙
，
不
善
不
能
改
，
是
吾
憂
也
。
」
―
―
述
而
第
七
・
三 

【
章
旨
】
孔
子
は
徳
を
修
め
る
こ
と
・
学
問
を
講
ず
る
こ
と
・
義
に
徙
る
こ
と
・
過
ち
を
改
め
る
こ
と
の
四
つ
に
つ
い
て
自
ら
つ
と
め
て
い
た
。 

 

(

四)  

子
曰
：「
若
聖
與
仁
，
則
吾
豈
敢
！
抑
爲
之
不
厭
，
誨
人
不
倦
，
則
可
謂
云
爾
已
矣
！
」
公
西
華
曰
：「
正
唯
弟
子
不
能
學
也
！
」
―
―
述
而
第
七
・
三
三 

【
章
旨
】
孔
子
は
聖
・
仁
の
名
を
謙
遜
し
て
辞
退
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
の
内
実
を
備
え
て
い
る
。 

 

(

五)  

子
曰
：「
君
子
道
者
三
，
我
無
能
焉
：
仁
者
不
憂
，
知
者
不
惑
，
勇
者
不
懼
。
」
子
貢
曰
：「
夫
子
自
道
也
！
」
―
―
憲
問
第
十
四
・
三
〇 
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【
章
旨
】
孔
子
は
み
ず
か
ら
謙
遜
し
て
ま
だ
君
子
の
徳
が
完
成
す
る
三
種
の
境
地
に
達
し
て
い
な
い
と
し
た
。
仁
の
人
は
憂
え
ず
、
知
の
人
は
惑
わ
ず
、
勇
の

人
は
懼
れ
な
い
と
い
う
境
地
で
あ
る
。 

以
上
の
三
章
は
ど
れ
も
孔
子
が
自
分
の
願
い
を
示
し
て
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
と
謙
遜
し
て
い
る
。 

  

修
養
の
具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て
、
孔
子
自
身
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
し
て
謙
遜
し
た
数
々
の
願
い
を
通
し
て
提
示
し
て
い
る
。
目
指
す
べ
き
項
目
が
提
示
さ

れ
る
と
と
も
に
、
す
で
に
そ
れ
ら
の
美
徳
が
身
に
つ
い
て
い
て
も
誇
ら
ず
に
謙
遜
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

 

〔
孔
子
自
ら
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
〕 

(

六)  

子
曰
：「
默
而
識
之
，
學
而
不
厭
，
誨
人
不
倦
，
何
有
於
我
哉
？
」
―
―
述
而
第
七
・
二 

【
章
旨
】
孔
子
が
自
ら
学
問
を
修
め
る
こ
と
と
人
を
教
え
る
態
度
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

 

(

七)  

子
曰
：「
出
則
事
公
卿
，
入
則
事
父
兄
，
喪
事
不
敢
不
勉
，
不
爲
酒
困
，
何
有
於
我
哉
？
」
―
―
子
罕
第
九
・
一
五 

【
章
旨
】
孔
子
が
忠
誠
・
孝
弟
・
喪
葬
・
酒
を
慎
む
こ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ひ
と
し
く
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
行
っ
た
。 

 

以
上
の
二
章
は
孔
子
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
自
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

  

前
に
は
謙
遜
を
学
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は
孔
子
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
を
学
ぶ
。
孔
子
が
謙
遜
し
た
項
目
と
出
来
る
と
し
た
項
目
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
出
来
る
と

し
た
項
目
の
ほ
う
が
身
近
で
あ
り
、
人
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
基
本
的
項
目
で
あ
る
。
教
科
書
は
孔
子
す
ら
で
き
な
い
と
謙
遜
し
た
大
目
標
を
提
示
し
た
あ

と
、
孔
子
は
出
来
る
と
し
た
小
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
中
生
の
段
階
で
行
う
べ
き
徳
目
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
孔
子
が
自
ら
の
性
質
と
学
識
教
養
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
〕 

(

八)  

子
曰
：「
飯
疏
食
，
飮
水
，
曲
肱
而
枕
之
，
樂
亦
在
其
中
矣
！
不
義
而
富
且
貴
，
於
我
如
浮
雲
。
」 

―
―
述
而
第
七
・
一
五 

【
章
旨
】
孔
子
が
貧
し
さ
に
安
ん
じ
路
を
楽
し
む
精
神
を
示
し
た
。 

 

(

九)  

葉
公
問
孔
子
於
子
路
，
子
路
不
對
。
子
曰
：
「
女
奚
不
曰
：『
其
爲
人
也
，
發
憤
忘
食
，
樂
以
忘
憂
，
不
知
老
之
將
至
也
云
爾
！
』」
―
―
述
而
第
七
・
一
八 
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【
章
旨
】
孔
子
が
自
ら
学
問
を
研
究
す
る
楽
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

 

(

一
〇)  
子
曰
：「
我
非
生
而
知
之
者
；
好
古
敏
以
求
之
者
也
。」
―
―
述
而
第
七
・
一
九 

【
章
旨
】
孔
子
は
自
分
を
「
い
に
し
え
を
好
み
求
め
る
こ
と
に
敏
感
」
な
人
で
あ
る
と
し
、
そ
の
こ
と
を
借
り
て
人
に
虚
心
に
学
問
へ
向
か
う
こ
と
を
は
げ
ま

し
て
い
る
。 

 

(

一
一)  

子
曰
：「
莫
我
知
也
夫
！
」
子
貢
曰
：「
何
爲
其
莫
知
子
也
？
」
子
曰
：「
不
怨
天
、
不
尤
人
；
下
學
而
上
達
。
知
我
者
，
其
天
乎
！
」
―
―
憲
問
第
十
四
・
三

七 【
章
旨
】
孔
子
は
世
の
中
が
自
分
を
分
か
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
を
歎
き
、
子
貢
の
語
に
ち
な
ん
で
、
自
分
の
学
問
が
怨
ま
ず
責
め
ず
、
下
は
人
間
の
こ
と
が
ら

を
学
ん
で
上
は
天
理
に
ま
で
達
す
る
と
い
う
境
地
に
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
。 

 

以
上
の
四
章
は
ど
れ
も
孔
子
が
自
ら
の
性
質
と
学
識
教
養
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

  

こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
孔
子
が
学
問
の
道
を
邁
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
科
書
は
先
に
目
指
す
べ
き
小
目
標
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ

も
や
は
り
一
朝
一
夕
に
成
就
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
努
力
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

〔
孔
子
の
世
の
中
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
願
い
〕 

(

一
二)  

子
曰
：「
甚
矣
，
吾
衰
也
！
久
矣
，
吾
不
復
夢
見
周
公
。
」
―
―
述
而
第
七
・
五 

【
章
旨
】
孔
子
が
、
そ
の
道
が
行
わ
れ
ず
、
人
は
す
で
に
老
い
て
衰
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歎
く
。 

 

(

一
三)  

子
貢
曰
：
「
有
美
玉
於
斯
，
韞
匵
而
藏
諸
？
求
善
賈
而
沽
諸
？
」
子
曰
：「
沽
之
哉
！
沽
之
哉
！
我
待
賈
者
也
！
」
―
―
子
罕
第
九
・
一
二 

【
章
旨
】
孔
子
が
わ
が
身
の
才
能
や
道
徳
を
思
い
、
す
ば
ら
し
い
王
に
遇
っ
て
重
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

(

一
四)  

子
路
宿
於
石
門
。
晨
門
曰
：「
奚
自
？
」
子
路
曰
：「
自
孔
氏
。
」
曰
：「
是
知
其
不
可
而
爲
之
者
與
？
」
―
―
憲
問
第
十
四
・
四
一 

【
章
旨
】
隠
者
晨
門
の
言
葉
を
記
し
て
お
り
、
聖
人
が
天
下
の
こ
と
を
見
る
と
き
に
は
何
か
を
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
積
極
的
な
精
神
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。 
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(

一
五)  

長
沮
、
桀
溺
耦
而
耕
。
孔
子
過
之
，
使
子
路
問
津
焉
。
長
沮
曰
：「
夫
執
輿
者
爲
誰
？
」
子
路
曰
：「
爲
孔
丘
。
」
曰
：「
是
魯
孔
丘
與
？
」
曰
：「
是
也
。
」

曰
：「
是
知
津
矣
！
」
問
於
桀
溺
，
桀
溺
曰
：「
子
爲
誰
？
」
曰
：「
爲
仲
由
。
」
曰
：「
是
魯
孔
丘
之
徒
與
？
」
對
曰
：「
然
。
」
曰
：「
滔
滔
者
，
天
下
皆
是
也
，

而
誰
以
易
之
？
且
而
與
其
從
辟
人
之
士
也
，
豈
若
從
辟
世
之
哉
？
」
耰
而
不
輟
。
子
路
行
以
告
，
夫
子
憮
然
曰
：「
鳥
獣
不
可
與
同
群
！
吾
非
斯
人
之
徒
與
而
誰

與
？
天
下
有
道
，
丘
不
與
易
也
。
」
―
―
微
子
第
十
八
・
六 

【
章
旨
】
孔
子
が
天
下
を
周
遊
し
、
隠
者
に
そ
し
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。
し
か
し
夫
子
も
ま
た
隠
者
の
消
極
的
で
悲
観
的
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
良
く
な
い
と

し
て
い
る
。 

 

以
上
四
章
は
い
ず
れ
も
孔
子
が
世
の
中
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
願
い
を
表
し
て
い
る
。
孔
子
の
志
が
己
を
修
め
人
を
治
め
る
こ
と
に
あ
り
、
世
の
中
の

た
め
に
働
く
こ
と
に
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
道
義
の
原
則
を
捨
て
去
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

学
問
に
邁
進
す
る
目
標
は
、
世
の
中
の
た
め
に
働
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
は
隠
者
の
考
え
方
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
章
が
二
章
引
用
さ
れ
て

お
り
、
隠
者
が
世
間
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
に
対
し
て
孔
子
は
あ
く
ま
で
人
の
た
め
世
の
中
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

る
。 

 

〔
孔
子
の
日
常
生
活
に
お
け
る
態
度
〕 

(

一
六)  

子
之
燕
居
，
申
申
如
也
，
夭
夭
如
也
。
―
―
述
而
第
七
・
四 

【
章
旨
】
孔
子
が
家
に
い
る
と
き
に
落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
を
記
す
。 

 

(

一
七)  

子
温
而
厲
，
威
而
不
猛
，
恭
而
安
。
―
―
述
而
第
七
・
三
七 

【
章
旨
】
孔
子
の
様
子
が
和
に
か
な
っ
て
お
り
、
う
や
う
や
し
く
重
々
し
く
あ
る
こ
と
が
自
然
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

(

一
八)  

子
禽
問
於
子
貢
曰
：
「
夫
子
至
於
是
邦
也
，
必
聞
其
政
。
求
之
與
？
抑
與
之
與
？
」
子
貢
曰
：「
夫
子
温
、
良
、
恭
、
儉
、
譲
以
得
之
。
夫
子
之
求
之
也
，
其

諸
異
乎
人
之
求
之
與
！
」
―
―
学
而
第
一
・
一
〇 

【
章
旨
】
孔
子
に
は
温
、
良
、
恭
、
儉
、
譲
の
美
徳
が
あ
る
た
め
に
、
政
に
あ
ず
か
る
の
で
あ
る
。 

 

(

一
九)  

子
絶
四
：
毋
意
，
毋
必
，
毋
固
，
毋
我
。
―
―
子
罕
第
九
・
四 
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【
章
旨
】
孔
子
が
戒
め
除
く
こ
と
を
記
す
。 

 

以
上
四
章
は
孔
子
の
日
常
生
活
の
態
度
や
現
れ
出
た
有
様
を
記
す
。 

  

こ
こ
か
ら
は
志
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
て
、
孔
子
個
人
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
や
は
り
理
想
的
な
日
常
生
活
に
お
け
る
態
度
と
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ

ろ
ぎ
落
ち
着
く
こ
と
や
、
う
や
う
や
し
く
重
々
し
く
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

〔
孔
子
の
言
行
〕 

(

二
〇)  

子
之
所
愼
：
齊
、
戰
、
疾
。
―
―
述
而
第
七
・
一
二 

【
章
旨
】
孔
子
が
特
に
慎
む
こ
と
が
三
つ
あ
る
こ
と
を
言
う
。
も
の
い
み
、
戦
争
、
病
気
で
あ
る
。 

 

(

二
一)  

子
不
語
：
怪
、
力
、
亂
、
神
。
―
―
述
而
第
七
・
二
〇 

【
章
旨
】
孔
子
が
あ
や
し
い
こ
と
、
力
だ
の
み
の
こ
と
、
世
の
中
を
乱
す
こ
と
、
鬼
神
の
こ
と
は
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
。 

 

(

二
二)  

季
路
問
事
鬼
神
。
子
曰
：
「
未
能
事
人
，
焉
能
事
鬼
？
」「
敢
問
死
？
」
曰
：「
未
知
生
，
焉
知
死
？
」
―
―
先
進
第
十
一
・
一
一 

【
章
旨
】
孔
子
は
鬼
神
や
死
後
な
ど
、
明
ら
か
に
し
難
く
、
語
っ
て
も
無
益
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
。 

 

(

二
三)  

孔
子
於
郷
黨
，
恂
恂
如
也
，
似
不
能
言
者
。
其
在
宗
廟
、
朝
廷
，
便
便
言
，
唯
謹
爾
。
―
―
郷
黨
第
十
・
一 

【
章
旨
】
孔
子
は
郷
党
と
宗
廟
朝
廷
と
で
は
言
葉
や
様
子
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。 

 

以
上
四
章
は
、
孔
子
の
言
行
は
飾
り
気
が
な
く
、
場
合
に
合
わ
せ
て
異
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
表
現
を
す
る
と
い
う
態
度
を
記
し
て
い
る
。 

  

こ
こ
は
先
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
日
常
生
活
に
お
け
る
態
度
と
は
異
な
り
、
主
に
つ
つ
し
む
べ
き
こ
と
が
ら
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
あ
や
し
い
こ

と
や
死
に
つ
い
て
な
ど
神
秘
的
で
明
ら
か
に
し
難
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
言
葉
を
慎
む
。
し
か
し
い
つ
で
も
口
を
慎
む
の
が
良
い
わ
け
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ

た
行
動
を
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

 

〔
孔
子
が
他
の
人
と
一
緒
に
い
る
と
き
の
態
度
〕 
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(

二
四)  

子
與
人
歌
而
善
，
必
使
反
之
，
而
後
和
之
。
―
―
述
而
第
七
・
三
一 

【
章
旨
】
孔
子
は
人
の
善
を
楽
し
ん
で
受
け
と
る
こ
と
を
記
す
。
人
と
一
緒
に
い
る
と
き
に
親
し
み
の
あ
る
態
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

(

二
五)  
子
食
於
有
喪
者
之
側
，
未
嘗
飽
也
。
子
於
是
日
哭
，
則
不
歌
。
―
―
述
而
第
七
・
九 

【
章
旨
】
孔
子
は
と
む
ら
い
の
と
き
に
は
悲
し
み
の
真
心
を
つ
く
す
こ
と
を
記
す
。 

 

以
上
の
二
章
は
、
孔
子
が
人
と
一
緒
に
い
る
と
き
に
、
態
度
は
親
し
み
が
あ
り
自
然
で
、
し
か
も
つ
ね
に
惻
隠
の
心
が
に
じ
み
出
て
い
る
こ
と
を
記
す
。 

  

人
と
一
緒
に
い
る
と
き
の
態
度
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
惻
隠
の
心
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
孟
子
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

 

〔
孔
子
の
惻
隠
の
心
〕 

(

二
六)  

厩
焚
。
子
退
朝
，
曰
：「
傷
人
乎
？
」
不
問
馬
。
―
―
郷
黨
第
十
・
一
二 

【
章
旨
】
孔
子
は
家
畜
よ
り
も
人
を
重
ん
ず
る
こ
と
を
記
す
。 

 

(

二
七)  

子
釣
而
不
綱
，
弋
不
射
宿
。
―
―
述
而
第
七
・
二
六 

【
章
旨
】
孔
子
が
も
の
を
取
る
の
に
節
約
す
る
こ
と
を
記
し
、
仁
の
人
の
心
根
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

 

以
上
二
章
は
孔
子
の
惻
隠
の
心
は
人
間
の
み
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
な
く
禽
獣
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
先
後
が
あ
り
、
民
へ
の
仁
か
ら

物
を
愛
す
る
こ
と
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
な
ご
や
か
な
仁
の
人
の
度
量
を
表
し
て
い
る
。 

  

ひ
き
つ
づ
き
「
惻
隠
の
心
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
惻
隠
の
心
は
動
物
に
ま
で
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
人
間
に
優
先
順
位
が
あ
る
こ
と
を
言

う
。 

 

〔
孔
子
門
下
の
高
弟
に
よ
る
孔
子
讃
美
〕 

(

二
八)  

顔
淵
喟
然
歎
曰
：「
仰
之
彌
高
，
鑽
之
彌
堅
，
瞻
之
在
前
，
忽
焉
在
後
；
夫
子
循
循
善
誘
人
：
博
我
以
文
，
約
我
以
禮
，
欲
罷
不
能
。
既
竭
吾
才
，
如
有
所
立
，

卓
爾
，
雖
欲
從
之
，
末
由
也
已
！
」
―
―
子
罕
第
九
・
一
〇 

【
章
旨
】
顔
淵
が
、
孔
子
の
道
が
広
く
大
き
く
高
く
深
い
こ
と
や
、
孔
子
が
人
を
導
く
の
に
た
け
て
い
る
こ
と
を
讃
嘆
し
て
い
る
。 
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(

二
九)  

叔
孫
武
叔
毀
仲
尼
。
子
貢
曰
：「
無
以
爲
也
！
仲
尼
不
可
毀
也
！
他
人
之
賢
者
，
丘
陵
也
，
猶
可
踰
也
；
仲
尼
，
日
月
也
，
無
得
而
踰
焉
。
人
雖
欲
自
絶
，
其

何
傷
於
日
月
乎
？
多
見
其
不
知
量
也
！
」
―
―
子
張
第
十
九
・
二
四 

【
章
旨
】
子
貢
が
孔
子
の
徳
は
太
陽
や
月
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
讃
美
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
孔
子
を
そ
し
る
人
が
己
の
分
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
と
が

め
て
い
る
。 

 

以
上
の
二
章
は
二
名
の
孔
子
門
下
の
高
弟
の
、
孔
子
に
対
す
る
賞
讃
の
語
で
あ
る
。
孔
子
の
人
格
が
気
高
く
偉
大
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
ま
す
ま
す
読

み
と
れ
る
。 

 

「
孔
子
之
為
人
」
部
分
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
弟
子
に
よ
る
孔
子
評
価
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
を
理
解
し
て
い
る
人
は
そ
の
人
を
正
当
に
評
価
す
る
。

ま
た
時
に
は
そ
し
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
偉
大
で
あ
っ
て
凡
庸
な
人
物
に
は
理
解
で
き
な
い
か
ら
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
「
孔
子
之
為
人
」
部
分
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
孔
子
の
為
人
と
は
す
な
わ
ち
目
指
す
べ
き
生
き
方
で
あ
ろ
う
。 

 

本
教
科
書
で
提
唱
し
て
い
る
生
き
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
己
を
見
つ
め
て
自
分
の
分
に
あ
っ
た
志
を
持
ち
、
孔
子
で
さ
え
及
ば
な
い
よ
う
な
大
目
標
を
目

指
し
な
が
ら
も
、
身
近
な
小
目
標
か
ら
達
成
さ
せ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
は
努
力
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
学
問
を
積
ん
で
目
指
す
べ
き
具
体
的
な

状
況
と
は
、
世
の
中
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
あ
る
。
日
常
生
活
で
は
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
落
ち
着
い
て
お
り
、
う
や
う
や
し
く
重
々
し
い
。
あ
や
し
い
こ
と
や

神
秘
的
な
こ
と
、
死
な
ど
の
明
ら
か
に
し
難
い
こ
と
に
つ
い
て
は
口
を
慎
む
。
人
と
一
緒
に
い
る
と
き
に
は
思
い
や
り
を
も
つ
。
思
い
や
り
は
人
間
の
み
な
ら
ず
、

動
物
に
対
し
て
も
発
揮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
人
間
に
優
先
順
位
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
、
正
当
に
評
価
し
て
く
れ
る
人
は
ほ
め
た

た
え
、
そ
し
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
相
手
が
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
本
教
科
書
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
以
て
『
論
語
』
か
ら
の
引
用
を
通
じ
て
生
き
方
を
提
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
孔
子
之
為
人
」
部
分
で
一
般
的
な
解

釈
と
異
な
る
の
は
、
（
一
）
（
二
）
に
挙
げ
ら
れ
た
志
に
つ
い
て
の
章
解
釈
で
あ
る
。
４
で
は
志
に
つ
い
て
の
章
解
釈
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
の
意
図
を
明
ら

か
に
し
た
い
。 

  

４
．
志
に
関
し
て 

  

志
に
関
し
て
、
こ
の
教
科
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
二
つ
あ
る
。 
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一
つ
は
政
治
に
関
す
る
志
で
あ
る
。
孔
子
の
志
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
（
一
）（
二
）
の
章
旨
を
読
む
と
、
孔
子
の
志
は
政
治
を
行
う
こ
と
に
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。

本
教
科
書
の
第
三
冊
で
は
政
治
の
こ
と
を
論
じ
た
部
分
が
あ
る
が
、
政
治
の
根
本
は
礼
楽
で
あ
る
こ
と
や
具
体
的
な
政
治
の
や
り
方
に
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
政

治
を
行
う
こ
と
と
修
養
す
る
に
あ
た
っ
て
の
志
と
の
関
係
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
実
際
に
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
と
、（
一
）
は
為
政
者
と
し
て
の
志
に
も

通
ず
る
し
、（
二
）
に
お
け
る
舞
雩
は
雨
乞
い
と
い
う
大
切
な
祭
祀
を
行
う
場
所
で
あ
っ
て
、
政
治
と
つ
な
が
り
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
孔
子
は
政
治
を
行
う
こ
と
で
自

分
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
も
考
え
て
い
た
。『
論
語
』
に
は
公
山
不
擾
が
費
を
本
拠
地
と
し
て
魯
に
そ
む
き
孔
子
を
招
い
た
と
き
、
孔
子
は
「
も
し
我
を
用
う
る
者

あ
ら
ば
、
吾
は
其
れ
東
周
を
為
さ
ん
か
」
と
言
っ
た
と
あ
る
（
陽
貨
第
十
七
）
。
為
政
者
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
修
養
の
最
終
目
標
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
修
養
を

積
ん
で
い
く
う
ち
に
自
然
と
士
官
の
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
『
論
語
』
に
お
け
る
考
え
方
で
あ
る
。
と
は
い
え
や
は
り
、
仕
官
を
せ
ず
に
生
活
を
す

る
の
は
難
し
く
、
孔
子
自
身
も
孔
子
門
下
の
弟
子
た
ち
も
、
お
お
む
ね
ど
こ
か
に
仕
官
し
て
い
る
三

。
や
は
り
修
養
と
政
治
と
は
密
接
に
関
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
る
。

一
方
本
教
科
書
で
は
孔
子
や
弟
子
た
ち
の
志
か
ら
政
治
の
色
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
教
科
書
は
、
自
分
を
見
つ
め
て
己
の
分
を
知
り
、
自
分
を
高
め
る
こ

と
を
志
と
す
べ
き
だ
と
教
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
志
と
い
う
語
に
含
ま
れ
た
厳
し
さ
で
あ
る
。（
一
）（
二
）
に
つ
い
て
教
科
書
で
ま
と
め
た
個
所
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
孔
子
の
「
胸
懷
十
分
開
闊

《
度
量
が
十
分
に
広
い
》
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
志
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。 

 

子
の
た
ま
わ
く
、
三
軍
も
帥
を
奪
う
べ
き
な
り
。
匹
夫
も
志
を
奪
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。（『
論
語
』
子
罕
第
九
） 

 

子
の
た
ま
わ
く
、
士
、
道
に
志
し
て
、
悪
衣
悪
食
を
恥
ず
る
者
は
、
未
だ
与
に
議
る
に
足
ら
ず
。（『
論
語
』
里
仁
第
四
） 

 

子
の
た
ま
わ
く
、
志
士
仁
人
は
、
生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す
る
こ
と
無
し
。
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
。（『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五
） 

  

志
と
い
う
も
の
は
、
大
軍
の
総
大
将
よ
り
も
奪
う
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
他
人
に
よ
っ
て
簡
単
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
は
志
で
は
な
い

の
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
志
せ
ば
必
ず
そ
れ
を
持
ち
続
け
、
成
就
に
向
か
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
成
就
へ
の
道
を
進
む
に
あ
た
っ
て
は
、
衣
服
や
食
事
の
悪
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
文
質
彬
彬
と
し
て
然
る
後
に
君
子
た
り
」

                                        

          

 

三 

顔
淵
と
漆
雕
開
と
は
仕
官
を
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
漆
雕
開
に
つ
い
て
は
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
子
、
漆
雕
開
を
し
て
仕
え
し
む
。
対
え
て
曰
わ
く
、
吾
れ
斯
れ
を
こ
れ
未

だ
信
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
子
説
ぶ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
か
ら
仕
官
を
勧
め
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
だ
修
養
が
足
り
な
い
か
ら
と
断
り
、
孔
子
は
そ
の
こ
と
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
仕
官
の
道
は
最
終
目
標
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。 
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（『
論
語
』
雍
也
第
六
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
志
を
も
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
外
見
を
全
く
気
に
し
な
い
の
は
調
和
が
と
れ
て
お
ら
ず
良
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
外

見
や
自
分
の
快
楽
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
は
、
道
を
志
す
士
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
志
士
仁
人
は
、
仁
の
た
め
に
は
身
を
殺
す
こ
と
さ
え
あ

る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
志
に
関
す
る
政
治
と
の
関
連
や
厳
し
い
側
面
に
つ
い
て
、
本
教
科
書
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
本
教
科
書
の
「
編
輯
大
意
」
に

は
、「
所
選
各
章
，
以
能
表
現
中
國
文
化
特
色
，
並
能
配
合
現
代
人
之
思
想
觀
念
為
主
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
教
科
書
の
編
纂
に
あ
た
り
、
現
代
人
の
思
想
観
念
と

合
致
し
な
い
章
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
高
中
生
に
対
し
て
は
、
志
と
政
治
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
志
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

孔
子
の
為
人
す
な
わ
ち
理
想
的
な
生
き
方
に
お
い
て
は
学
や
仁
、
惻
隠
の
心
を
教
え
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。 

  

５
．
ま
と
め 

  

本
稿
で
は
台
湾
に
お
け
る
論
語
教
育
に
つ
い
て
研
究
す
る
一
環
と
し
て
、
民
国
九
十
四
年
度
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
と
い
う
教
科
書
の

第
一
冊
「
孔
子
之
為
人
」
部
分
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

 

『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
は
四
書
の
伝
統
的
注
釈
書
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
し
『
論
語
』『
孟
子
』
な
ど
の
各
章
は
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
抜
粋
さ
れ
、
並
び

変
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
孔
子
之
為
人
」
部
分
は
さ
ら
に
十
の
小
テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
は
自
分
の
分
に
合
っ
た
志
を
持
つ
度
量
の
広
い
人
物
で
、
休
ま
ず
学
び
、
惻
隠
の

心
を
人
間
や
動
物
に
ま
で
及
ぼ
す
。
孔
子
を
本
当
に
理
解
し
て
い
る
人
は
ほ
め
た
た
え
、
孔
子
を
そ
し
る
人
は
孔
子
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
で
き
な
い
人
物
な
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
孔
子
の
人
柄
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
理
想
的
生
き
方
を
提
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

 

こ
れ
ら
の
小
テ
ー
マ
の
中
で
、『
論
語
』
本
来
の
解
釈
と
異
な
る
の
が
「
志
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
志
が
政
治
と
関
係
す
る
こ
と
、
ま
た
志
を
抱
く
の
は
厳

し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
志
と
政
治
と
の
関
連
や
志
の
厳
し

さ
は
現
代
人
の
思
想
観
念
に
は
合
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
な
ぜ
志
と
政
治
と
の
関
連
や
志
の
厳
し
さ
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

民
国
七
十
二
年
の
高
級
中
學
國
文
課
程
標
準
が
制
定
さ
れ
た
当
時
の
社
会
的
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
他
出
版
社
の
教

科
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
も
あ
る
。
今
後
は
國
立
編
譯
館
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
研
究
を
続
け
る
と
同
時
に
、
台
湾
の
社
会
的
背
景
を
考
察
対
象
に
い
れ
つ
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つ
、
他
出
版
社
の
『
中
國
文
化
基
本
教
材
』
教
科
書
の
研
究
を
行
い
、
ま
た
民
国
九
十
五
年
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
「
論
孟
選
讀
」
科
に
て
用
い
ら
れ
る
教
科
書
『
論

孟
選
讀
』
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
、
台
湾
の
高
中
に
お
け
る
論
語
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。 
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